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１ 施策や事業の評価による進行管理について

1

⚫ 第７次小田原市総合計画第１期実行計画においても第６次小田原市総合計画同様、ＰＤＣＡサイ
クルに基づく進行管理を導入する。

⚫ 第６次小田原市総合計画評価での課題と成果を振り返り、今後の評価方法の事務局案を示す。

○行政案P14（抜粋）



２ 第６次小田原市総合計画評価における課題と成果の振り返りについて

2

⚫ 令和７年度第１回審議会（７月１日）にて、第６次小田原市総合計画評価での課題と成果を整理
し、評価方法に関する今後の事務局の考えを提示した。

⚫ 「評価方法」「目標（KPI）と取組の関係性」「計画体系」について、その方法をお示しする。

○令和７年度第１回審議会_資料５（抜粋）



３ 計画体系について

3

⚫ 「市民に対してわかりやすい計画体系」として、全ての分野をツリー構造で体系的に整理した。

⚫ ツリー構造は目的と手段の関係で繋がり、個別事業の展開により将来都市像の実現を目指す。

将来都市像

まちづくりの目標

まちの姿

施策

詳細施策

個別事業

○第７次第１期実行計画体系図

手段

目的

手段

目的

手段

目的



４ 目標（KPI）と取組の関係性について

4

⚫ 第１期実行計画における目標（指標設定）の考え方を次のとおり整理する。

基

本

構

想

第

１

期

実

行

計

画

将来都市像

まちづくりの５目標
（８つのまちの姿）

施策
・

詳細施策

体系 指標設定の考え方

個別事業

・将来都市像は市民と共有する「目指すべきまちのイメージ」である。
・その実現のため、まちづくりの目標を設定したため将来都市像に指標は設定しない。

・計画期間内における「まちづくりの目標」の進捗を測るため指標（KGI）を設定する。
・８つのまちの姿ごとに、市民意識調査などにおける「主観的指標」と、健康寿命や合
計特殊出生率などの「客観的指標」の両面から設定する。
・まちづくりの目標の方向性を市民と共有する目的から、KGIと目標の方向性（増減や
維持）を示し、目標値は設定しない。

※「KGI：Key Goal Indicator（重要目標達成指標）」
・・・最終的に達成すべき目標（ゴール）を定量的に示す指標のこと

・30の施策ごとに指標（KPI）を複数設定する。
・指標は個別事業の効果によるアウトカム（成果）ベースとする。
・各施策の指標（KPI）は設定にあたっては、まちづくりの目標（KGI）への寄与・貢
献を意識する。

・全ての個別事業ごとに指標（KPI）を設定する。
・指標は各個別事業の行政のアウトプット（活動量）ベースとする。
・個別事業の活動の効果により、施策・詳細施策の指標への寄与・貢献を意識する。

※「KPI：Key Performance Indicator（重要業績評価指標）」
・・・最終目標（KGI）を達成するための過程や進捗を定量的に測る指標のこと



４ 目標（KPI）と取組の関係性について

5

⚫ 体系と指標をツリー構造により連動させる。

⚫ 個別事業のKPIが施策・詳細施策のKPIに寄与し、まちづくりの目標のKGIに寄与し、将来都市像の
実現に繋げていく。

設定しない

８つのまちの姿に
KGIを設定

（ｱｳﾄｶﾑﾍﾞｰｽ）

30の施策に
KPIを設定

（ｱｳﾄｶﾑﾍﾞｰｽ）

全ての個別事業に
KPIを設定

（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄﾍﾞｰｽ）

寄
与
・
貢
献

寄
与
・
貢
献

寄
与
・
貢
献

指標の考え方体系



■指標設定イメージ（まちづくりの目標：「いのちを大切にする小田原」を例に）

基

本

構

想

第

１

期

実

行

計

画

将来都市像

まちづくりの目標

施
策

詳
細
施
策

個
別
事
業

まちの姿

いのちを大切にする
小田原

誰 も が 笑 顔 で 暮 ら せ る 、 愛 す べ き ふ る さ と 小 田 原

市民一人ひとりが尊重され、
誰もが自分らしく

生き生きと暮らせるまち

１ 地域福祉

包括的な相談支援体制の充実

地域福祉活動の支援

セーフティネットの充実

・多機関協働等事業
・成年後見制度利用促進事業

体系 指標

主観的指標（市民意識調査など） 客観的指標

・自らが尊重され、自分らしく生き生きと暮らせている
と思う市民の割合

・介護・福祉施設のサービスが受けやすいと思う
市民の割合

・子育て支援・補助が手厚いと思う市民の割合
・24時間365日安心して医療が受けられる体制が整って
いると思う市民の割合

・健康寿命（男性）
・健康寿命（女性）
・脳血管疾患死亡率
・合計特殊出生率

指標①：民生委員児童委員の充足率

指標②：ケアタウン推進事業として各地区で取り組む活動数
（１地区当たり）

指標③：生活保護利用者の就労支援事業対象者における就労
決定率

多機関協働等事業

成年後見制度利用促進事業

ＫＰＩ：○△□

ＫＰＩ：●▲■

寄与・貢献

寄与・貢献

寄与・貢献

※個別事業の効果によるアウトカム（成果）ベース

※各個別事業の行政のアウトプット（活動量）ベース



５ 評価方法について

7

⚫ 第６次総合計画評価での成果と課題を踏まえ、今後の評価方法の事務局案を提示する。

⚫ 主に、外部評価として総合計画審議会の今後の関わり方について、審議会の意向を確認したい。

【事務局案】

＜共通事項＞

⚫ 第６次総合計画評価同様、庁内での内部評価と総合計画審議会による外部評価を実施
する。

⚫ 内部評価は、施策における成果目標（ｱｳﾄｶﾑKPI）の達成状況等を確認するため毎年度
実施し、例年実施している個別事業の事務事業評価（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄKPIの確認など）と同時
実施を検討する。

＜外部評価案①＞
毎年度実施

⚫ ６次総合計画評価同様、総
合計画審議会による外部評
価を毎年度実施する。

＜外部評価案②＞
計画策定年度のみ実施

⚫ 庁内及び審議会の負担等を
考慮し、評価作業の簡素化
を図るため、計画策定年度
のみ実施する。（次回は令
和10年度に実施予定）

＜外部評価案③＞
計画策定年度＋書面開催等

⚫ 計画策定年度（R10）に加
え、内部評価結果を総合計
画審議会委員あてに送付し、
毎年度書面開催等により意
見聴取を実施する。



■ 外部評価案のスケジュールイメージ
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R7
(2025)

R8
(2026)

R9
(2027)

R10
(2028)

R11
(2029)

R12
(2030)

R13
(2031)

R14
(2032)

R15
(2033)

R16
(2034)

R17
(2035)

R18
(2036)

第7次総合計画（基本構想）

【総合計画審議会（外部評価）】

第1期 実行計画 第２期 実行計画 第3期 実行計画R7実行計画

計画評価
計画策定

内部評価は個別事業の事務事業評価との同時実施を検討し、施策・詳細施策における指標の達成状況等を確認するため毎年度実施する。

【施策・詳細施策、事務事業評価（内部評価）】

６次評価
第１期策定

第１期評価
第２期策定

第２期評価
第３期策定

計画評価
計画策定

６次評価
第１期策定

第１期評価
第２期策定

第２期評価
第３期策定

計画評価
計画策定

６次評価
第１期策定

第１期評価
第２期策定

第２期評価
第３期策定

案
①

案
②

案
③

前年度評価 前年度評価 前年度評価

書面開催等 書面開催等 書面開催等

・本資料は、第１期実行計画の外部評価案スケ
ジュールイメージを示すものです。
・第２期実行計画以降の評価方法は、各計画の策
定時に検討する予定です。（第２期は令和10年度、
第３期は令和14年度の予定です）

R7実計
評価


